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宇宙基本計画の作成�に向けて�

　この危機感が�，�昨年５月の宇宙�基本法の制定を�

もたら�し�た。�同法は，�①環境・災害監視�などの衛�

星利用を拡充�し�，�日本国民だけで�なく国際社会の�

安全・安心を向�上させ，�②宇宙産業を発�展させて�

日本の富を増や�し�，�③宇宙科学の�発展により人類�

の�進�化�に�貢�献�す�る�こ�と�を�目�的�と�す�る。そ�の�た�め，�

首相を本部長と�し�，�全閣僚をメン�バーとする宇宙�

開�発�戦�略�本�部�が，現�在，５�月�公�表�を�目�途�に，①，�

②，③のような�基本的理念を実�現するための�「�宇�

宙基本計画」�を作成�し�ている。昨年末に�は，その�

ための５本柱が�発表されたが，�教育界に最も関�係�

が深いのは，そ�のうちの�「�人類の夢，次�世代への�

投資」�であろう。より�強靱な宇宙能力を�涵養する�

こ�と�こ�そ�が�卓�越し�た�科�学�技�術�力�を�武�器�に�21世�紀�

後�半�も�先�進�国�とし�て�存�在�す�る�日�本�に�必�要�な�基�盤�

である。�

　次世代に向け�，�日本人宇宙飛行士�の業績，�アポ�

ロ以来の月探査�機�「�かぐや」�の成果，日本�が世界�

に�誇�る�小�惑�星�探�査�の�意�義�な�ど�を�子�ど�も�た�ち�に�伝�

達�し�，�その知的興奮を�科学に進む人材の�育成に結�

びつけることが�できるのは教育�だけである。�教育�

者の役割は重く�，だからこそ，�やりがいもある。�

科学技術創造立国をめ�ざ�し�て�

　巨大な財政赤字�を抱えつつ，�少子高齢化社会を�

迎えた日本が，�不安定な北東ア�ジアの安全保障環�

境のなかで，�今後も平和国家と�し�て繁栄を維持�し�

て�い�く�方�途�は�ど�こ�に�求�め�る�べ�き�か。そ�の�答�え�が，�

1995年以来の�「�科学技術創造�立国」�への転換戦略�

である。�財政支出が厳�し�く抑制されるなか�，�科学�

技術振興予算だけ�は，�堅調な伸びを�見せ，�第３期�

科学技術基本計画�執行中の現在，�すでにさまざま�

な指標が，�日本の科学技�術の総合的実力の�着実な�

向上を示�し�ている。�その中で，�宇宙科学に関�し�て�

は，�「�宇宙輸送システ�ム」�と�「�海洋地球観測シ�ステ�

ム」�が第３期フロン�ティア部門の国�家基幹技術と�

し�て，優先的な支�援を受けている�。�

　�し�か�し�，�科学技術創造�立国となるために�は，�先�

端科学技術の追求�に加えて，�それを利益の�上がる�

産業と�し�て確立する必�要がある。�現在，�米国やロ�

シアをは�じ�めとする宇宙先進�国は，�打上げ�ビ�ジネ�

ス，�衛星やロケッ�ト�輸出，�衛星からの画像�・位置�

情�報�等�の�販�売�を�宇�宙�産�業�とし�て�発�展�さ�せ�て�い�る。�

一方，�日本は，�打上げ�ビ�ジネス，�画像取得衛星運�

用については民間�実績が皆無であ�り，�ある米国企�

業の調査では，�日本の宇宙能力�は現在，�中国やイ�

ン�ド�のみならず，�カナダの後塵�をも拝�し�，�世界第�

７位と評価された�。�
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のような関係なのかという疑問もあるようで�

ある。�

　さて，改訂学習指導要領を具体化するため�

の「教育内容に関する主な改善事項」の首位�

が�「言語活動の充実」�であり，第２位は，�「理�

数教育の充実」である。�

　この「言語活動の充実」の“ねらい”は，�

「第一は，各教科等における言語活動の充実�

である。～略～，子どもたちの思考力・判断�

力・表現力等をはぐくむためには，�レ�ポー�ト�

の作成や論述と言った知識・技能を活用する�

学習活動を各教科で行い，言語の能力を高め�

る」�（中央教育審議会・答申）�ことである。�

　これらの主な改善事項と，例えば小学校の�

授業時数の増加を重ねると�（①算数＋142単位�

時間，②国語＋84単位時間，③理科55単位時�

間，④�社�会�＋�20単�位�時�間�）�，そ�の“ね�ら�い”�

は，�「言語活動の充実」�と�「理数教育の充実」�

とである。�

　それは，全国の「各学校」が「言語活動の�

充実」と「理数教育の充実」とを“両輪”の�

ように推進させながら，�「思考力・判断力・表�

現力等」�を意図的・計画的に育成�し�，PISA型�

読解力や全国学力調査�（Ｂ問題）�等に自信をも�

って取り組むためである。�

　さらに，�「道徳」�や�「特別活動」�等の教科領�

域に「言語活動の充実」を位置付けることで，�

「各学校」の教育課程全体で，思考力・判断�

力・表現力等を育成するためである。�

　�

　�

4．�「言語活動の充実」�を実現するための国語�

科の役割は何か�

　その一つは，国語科の「言語活動例」が現�

行の「３内容の取り扱い」から「２内容」へ�

格上げされ，国語科の言語活動例は�し�っかり�

と�（必ず）�「指導と評価」をすることになった。�

つまり，国語科の「言語活動の充実」は，他�

教科等の目的や目標を実現�し�たり解決�し�たり�

する手段・方法と�し�て機能するための「責任�

教科」ということである。�

　二つは，国語科の「言語活動例」が基礎・�

基本となって，上掲の「理科の観察・実験�レ�

ポー�ト�や社会科の社会見学�レ�ポー�ト�の作成や�

推敲，発表・討論などはすべての教科で取り�

組まれるべきもの」を推進することである。�

これは，各教科等との連携を図ることである。�

　総�じ�て，この度の学習指導要領は「教育基�

本法改正」�，�「学校教育法改正」等の法的整備�

の上に成立�し�，学校教育が責任をもって育成�

する資質・能力，�つまり，�「基礎的・基本的な�

知識・技能，思考力・判断力・表現力等及び�

学習意欲」が明確に示された。学校教育は，�

学力保障について説明責任・結果責任を発揮�

することである。�

　別言すれば，�「言語活動の充実」�と�「理教教�

育」�とを両輪のように機能させ，�「学力低下問�

題」に“ストップ”をかけ，「各学校」が意�

欲的に国際基準としての「PISA型調査」や�

「全国学力調査」�に取り組み，�「学力向上」�へ�

転換するためである。�
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2．改訂学習指導要領の“ねらい”�

　改訂学習指導要領・総則には，�「各教科等の�

指導に当たっては～略～児童の言語活動を充�

実すること」が明示された。なぜ各教科等の�

指導に当たって「言語活動の充実」なのか。�

　この改訂学習指導要領�（a）�は，�改正教育基本�

法�（�b）�及�び�学�校�教�育�法�の�一�部�改�正�（�c）�を�踏�え�

て作成された。この�“�三者�（a，b，c）�一体”�で�

目指すものは何か。�

　それは，�「教育基本法改正，�学校教育法改正�

が行われ，�知・徳・体のバランス�（教育基本法�

第２条第１号）�とともに，�基礎的・基本的な知�

識・技能，思考力・判断力・表現力等及び学�

習意欲を重視�し�（学校教育法第30条第２項）�，�

学校教育においてはこれらを調和的にはぐく�

むことが必要である旨が法律上規定された」�

（�「学習指導要領解説　�総則編」文部科学省　�１�

ページ）�ことである。�

　とすると，各教科等の「言語活動の充実」�

の“ね�ら�い”は，�「思�考�力�・�判�断�力�・�表�現�力�

等」の育成であることを再確認する必要があ�

る。�“とどのつまり”�改訂学習指導要領の�“ね�

らい”�は，�「思考力・判断力・表現力等」�の育�

成であり，人間力と�し�ての「生きる力」を育�

てることである。�

　�

3．なぜ全ての教科等で�「言語活動の充実」�な�

のか�

　そもそも「言語活動の充実」は，国語科特�

有の課題ではないのか，という疑問もあるよ�

うである。また，�「理数教育の充実」とはど�

1．そもそも学校教育の課題は何か�

　�―もう一つの学習指導要領の必要性―�

　新�し�い学習指導要領の究極のねらいは，何�

か。それは，思考力・判断力・表現力等の育�

成である。�

　では，全国の「各学校」は，どのように�し�

て取り組むべきなのか。それは，次の三つの�

全国的な教育課題に真正面から取り組むこと�

である。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　この三つの課題は，�「各学校」�において�「自�

分への自信」�（③）�と「学習意欲，学習習慣・�

生活習慣」�（②）�とが形成されてこそ，本丸で�

ある「思考力・判断力・表現力等の育成が実�

現できる」ということである。�

　つまり，�「各学校」�は，学校教育と�し�ての教�

育課程の作成とともに，�「自分への自信」�（③）�

と「学習意欲，学習習慣・生活習慣」�（②）�と�

を�意�図�的�・�計�画�的�に�育�成�す�る�教�育�課�程�（�－�も�

う一つの学習指導要領）�を�「保護者」�と作成す�

る必要性がある。�なぜなら，�「父母その他の保�

護者は，子の教育について第一義的責任を有�

するもの」�（�「改正教育基本法」�・第十条）�と明�

記されたからである。�

①思考力・判断力・表現力等を問う読解力�

や記述式問題，知識・技能を活用する問�

題に課題�

②読解力で成績分布が拡大�し�ており，その�

背景には家庭での学習時間などの学習意�

欲，学習習慣・生活習慣に課題�

③自分への自信の欠如や自らの将来への不�

安，体力の低下といった課題�
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ロールプ�レ�イ，シミュ�レ�ーションやゲームな�

どは，情報を活用�し�たり，情報との相互作用�

を�し�たりすることによって，学習者自身が積�

極的に学習活動をすることを求めるものであ�

る。すなわち，情報を操作するという言語活�

動が鍵になる学習方法である。�

2-1　ディベー�ト�

　�「ごみ収集の有料化には賛成か反対か」�とい�

うように，相反する二つの考え方や立場を設�

定�し�，自分の実際の考え方とは異なっていて�

も，その中の一つの立場に立ち，論証するた�

めの資料を収集�し�，ディベー�ト�の準備を行う。�

ディベー�ト�は，①ある一つの論題をめぐって�

行う，②相対する２組の間で行う，③一定の�

ルールに従う，④議論は断定ではなく，立証�

されたものでなくてはならない，⑤最後に何�

らかの形で勝敗が決定される。�

　このように，ディベー�ト�とはルールのある�

知的論争あるいは言葉のボクシングともいわ�

れ，日本人がこれまで苦手と�し�てきた論理的�

に思考�し�たり，表現�し�たりするという能力を�

育成するものとなる。�

2-2　ロールプ�レ�イ�

　ロールプ�レ�イは社会生活や家庭生活で期待�

される様々な役割を即興的に演�じ�ることによ�

って，その役割を理解する方法である。ロー�

ルプ�レ�イは，①お互いが演者と観察者になる�

ので，同�じ�立場で役割について観察�し�，批判�

できるので理解が深まる。②役割を演�じ�るた�

めに，事前にシナリオを作成することは，理�

解を深めるのに有効な方法となる。即興的に�

演�じ�る場合には，演者は失敗を恐れずに自分�

の考えを表現できるので，自発性や創造性の�

伸長を促進する等の利点が大きい。�

　�

3．コミ�ュニ�ケ�ー�シ�ョ�ン行�為�の�理�論�と関�連�づ�

けた家庭科の授業�

　道徳との関連をもたせ，言語活動を充実さ�

せる方法と�し�て，�ド�イツの哲学者・思想家で�

あるユルゲン・ハーバマスのコミュニケーシ�

ョン行為の理論をふまえた話�し�合い学習を，�

島根大学教育学部丸橋准教授の指導のもとに，�

同附属小学校で実践�し�た�2）�。�人間には暴力や抑�

圧に左右されずに対話�し�，相互理解に到達す�

る「コミュニケーション的理性」があるとい�

うとらえ方に基づいている。強制や支配のな�

いコミュニケーションによる合意形成を進め�

るため，話�し�合いのルールを設定�し�た。�

　実践の概要は，食生活分野において，食と�

環境に重点をおいた「国産品と輸入品，どち�

らを選ぶ？」という題材を設定�し�，①食糧自�

給率，②地産地消，③国産品と輸入品の値段�

の違い，④フー�ド�マイ�レ�ージという４つのテ�

ーマを通�し�て，日本の食の現状を学んだ後，�

国産品と輸入品のどちらを選ぶのかを考えさ�

せるため，話�し�合い学習を行うものである。�

その際，選ぶ根拠を明確にするため，自分の�

考えに理由をつけて話�し�合う活動を行った。�

　�

　�

　�

　�

　�

　学習効果を子どもたちのふり返りシー�ト�か�

らみると，話�し�合いのルールを提示�し�たこと�

で，話�し�合い活動にみんなが参加するように�

心がけたこと，友だちの意見を受け入れ，自�

分の意見に影響を与えたりすることができた�

というよい面があった。�

　�

4．おわりに�

　言語活動を充実させる家庭科授業の工夫は，�

実践・体験と理論をいかに結合�し�て指導する�

かに，ヒン�ト�があるものと考えられる。�
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1．は�じ�めに�

　家庭科は平成20年告示の学習指導要領では，�

日常生活に必要な知識・技術と家族の一員と�

し�て生活を工夫�し�ようとする実践的な態度を�

育てるという基本的な考え方は，これまでと�

変わらないが，指導計画作成上の配慮事項と�

し�て，道徳について適切に指導すること及び�

内容を取り扱う際に配慮すべき事項と�し�て，�

言語活動を充実させることが特段に盛り込ま�

れた。�

　その�背景�には，OECD主�催の�学習�到達�度調�

査�（PISA）�において，�日本の子ども達は生活に�

必要とされる情報を効果的に操作�し�て，もの�

をとらえたり，考えたりする読解力の成績が�

低下�し�ていることへの対応があると思われる。�

　今回狙いとするような言語活動は，家庭科�

ではこれまで積極的に取り組んできたといっ�

ても過言ではない。例えば，実践的態度を育�

てるために，教師が一方的に説明するのでは�

なく，説明とその説明が示す実践・体験とを�

常に一体化�し�て，すなわち，理論と実践・体�

験とを重ね合わせて指導�し�てきたのが家庭科�

の特質である。また，生きることについて学�

び，生きる力をつける家庭科では，子ども自�

らが，多様な生き方や考え方があることを学�

び取ることを重視�し�ている。�し�たがって，子�

ども同士が調べたり，調べた結果をまとめて�

発表�し�合ったり，意見を述べたり，反論�し�た�

りという言語活動を含んだ学習活動をどの教�

科よりも積極的に展開�し�てきた。ただ残念な�

ことに，家庭科の時数減により，子どもたち�

の生活実態の変化に対応�し�た言語活動をする�

ことが難�し�くなってきているのは，事実であ�

る。そこで，言語活動を充実させる家庭科授�

業の工夫について２つ提案�し�たい。�

　�

2．行動指向の学習戦略の取り入れ�

　行�動�指�向�の�学�習�戦�略�1）�（�Action-Oriented 

Learning Strategies）�と�い�わ�れ�る�デ�ィ�ベ�ー�ト�，�

タタノ　ミチコ�
1949年�広�島�県�生�ま�れ。広�島�大�学大�学�院�教�育�学�研�究�科�修�
了。�島根大学教育学部教授。�島根大学教育学部附属小学校�
長を�経�て，現�在�島�根�大�学�教�育�学部�附�属�学�校�園�附�属�学�校部�
長。�2007年より日本家庭科教育学会副会長。�著書に�「小�
学校家庭科指導の研究」�（建帛社）�共著，�「生活実践と結ぶ�
家庭科教育の発展」�（大学教育出版）�共著など。�
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【参考文献】�
1）�中間美砂子編�著：�「�小学校家庭科指導�の研究」�，建�
帛社，pp.46～49，2005

2）�横�路恵�：�島根大�学教�育�学�部初�等�教育開�発専�攻�卒業�
論文抄録集，�第２巻平成20年�度pp.179～�182，2009

話�し�合いのルール�

・班のみんなが話�し�合いに参加�し�よう。�

・自分の意見に理由をつけて発表�し�よう。�

・友だちの意見を否定せず，受け入れよう。�

［特集］�
言語活動を充実させる�
授業の工夫�
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1．は�じ�めに�

　技術科教育において，言語活動の充実と言�

われてもイメージ�し�難いかも知れないが，知�

的活動の基盤と�し�て，今回の学習指導要領で�

は改訂の重要な改善点の１つとなっている。�

そこで，本稿では，この点について解説する�

とともに，情報技術学習における言語活動を�

取り上げたい。�

　�

2．言語活動の充実と技術科教育�

　中央教育審議会教育課程部会�「家庭，�技術・�

家庭，情報専門部会」�において，�「言語活動の�

充実」について最初に議論されたのは，第４�

期第１回�（2007年７月20日）�の会議である。こ�

の会議では，①言語力育成協力者会議につい�

て�（資料10）�，②言語力の育成に関する主な意�

見について�（議論の整理用メモ）�【修正素案】�

（資料11）�，③言語力育成協力者会議【議論の�

整理用一覧表�（修正素案）�】�（資料12）�の３つの�

資料が配布され，国語科のみならず，他の全�

ての教科に対�し�て，言語力育成においてどの�

ように寄与ができるかについて問われること�

になった。また，各部会�（教科）�においては，�

言語活動の充実という視点で，各教科の部会�

側からも提案�し�なければならなかったのであ�

る。特に，技術科教育においては，中央教育�

審議会答申�（2008年１月17日）�の中で，コミュ�

ニケーションや感性・情緒の基盤という言語�

の役割に関�し�て，�「体験�し�たことや調べたこと�

をまとめ，発表�し�あう活動」を重視する必要�

があると�し�ている。�

　ま�た，中�学�校�学�習�指�導�要�領�（�2008年�３�月�告�

示）�では，�「第３　�指導計画の作成と内容の取扱�

い」�において，�「実習等の結果を整理�し�考察す�

る学習活動や，生活における課題を解決する�

ために言葉や図表，概念などを用いて考えた�

り，説明�し�たりするなどの学習活動が充実す�

るよう配慮」する必要があると�し�ている。�

　一方，言語力育成協力者会議では，教科等�

を横断�し�た指導の充実の考え方と�し�て，�（ア）�

知的活動に関すること，�（イ）�感性・情緒に関�

すること，�（ウ）�他者とのコミュニケーション�

に関すること，に特に留意することが必要で�

あると�し�ている。�

　これらを踏まえ，�本稿では，�特に，�「情報に�

関する技術」�の学習�（以降では，情報技術学習�

という。�）�における言語活動を取り上げる。�

　�

3．情報技術学習における言語活動�

　情報技術学習には，大別�し�て，情報技術の�

内容を学習するという側面�（知識，概念）�と，�

情報技術を利用するという側面�（スキル，�ICT

活用）�とがある。�そこで，�情報技術学習におけ�

る言語活動を前述の３分類で示せば，�

（ア）�知的活動�（思考・論理）�

　・情報技術の実習�レ�ポー�ト�において，視点�

を明確に�し�て，論理的に要点をまとめる�

　・比較，分類，関係などの技法を活用する�

　・帰納的，演繹的な考え方を活用する�

　・問題解決の思考過程を話�し�たり，文章化�

し�たりする�

　・「情報」と「もの」との本質的な違いに�

ついて言葉で説明�し�たり，�レ�ポー�ト�にま�

とめたりする�

（イ）�感性・情緒�

　・実習で感�じ�たことを表現�し�たり，聞いた�

り�し�て，相手の立場や気持ちを理解する�

　・体験�し�たことや調べたことをまとめる�

（ウ）�コミュニケーション�

　・体験�し�たことや調べたことを発表�し�あう�

などの例を示すことができる。�

　これらを基に�し�て授業への展開を示せば，�

①情報通信ネッ�ト�ワークや情報の特性を生か�

し�て考えを伝え合う活動�

②生活における様々な事象や技術製品などの�

もつ科学性を説明する活動�

③価値判断が必要な場面を設けて，各自の解�

釈・判断を論述�し�たり，最適な解決策を探�

究�し�たりする活動�

などが効果的とされる。また，その際には，�

・実践的・体験的な活動を一層重視�し�，その�

過程で様々な語彙の意味について実感を伴�

って理解させる�

・他者とのコミュニケーション能力を育成す�

るため，情報通信ネッ�ト�ワークやメディア�

の特性を生か�し�，ルールを守り，安全に配�

慮�し�ながら，相手や目的，場面を考えて，�

様々な他者との間で考えを伝え合う�

・情報通信技術やメディアの特性を踏まえて�

新たな情報を創り出�し�たり，問題解決の手�

順を明確に記述させたり，最適な解決策を�

探究するとともに解決�し�た結果を評価�し�た�

りする�

・実践的・体験的な活動において，情報通信�

技術やメディアを適切に活用�し�て，自分の�

考えなどを整理�し�，分かりやすく表現�し�た�

り，説明�し�たりする�

などの活動を通�し�て，日常生活に密着�し�たア�

プローチにより，現実感の伴った理解を深め�

ることが重要である。�

　�

4．おわりに�

　情報技術学習における言語活動の充実にお�

いては，情報という無形なものを技術と�し�て�

捉えるところに特徴があり，このことこそが，�

他の教科には希薄ともいえる現実感�（実感）�に�

対�し�て効果的で実感の持てる授業展開が可能�

と言えるのである。この技術の本質に関わる�

特徴は，技術科教育に共通の利点であるが，�

特に，情報技術学習では，有形なものと無形�

なものを同時に使用�し�，リアルとバーチャル�

の両側面を学習することで，効果的な現実感�

を伴った言語活動のための重要な条件を備え�

ることになるのである。�

【参考文献】�
松原伸一：§９�「�技術・家庭」�改訂の�ピ�ンポイン�ト�解�
説，�「中学校学習指導要領�～全文と改訂の�ピ�ンポイン�
ト�解説～」�，明治図書，pp.220-223，2008

［特集］�
言語活動を充実させる�
授業の工夫�
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1．は�じ�めに�

　�「�高�校�生�に�大�根�の�銀�杏�切�り�を�さ�せ�て�み�た�と�こ�ろ�

３割の生徒�し�か出来なかった。�」�という報告を聞い�

たことがある。ペーパ�ーテス�ト�ならば正解の写真�

と結びつけることが出�来たんだろうなと思うが，�

それでは，�「銀杏切り」�という言葉が，実感を伴っ�

て理解する言葉とはな�らない。また，大根を輪切�

りに�し�てから４分割する子もい�たと聞くが，これ�

も実践されていない「�銀杏切り」だということが�

わかる。�

　新学習指導要領で強�調されている「言語活動の�

充実」をどのようにと�らえ，これからの教育課程�

に取り入れていくか。�実感を伴って言語を理解�し�

たり，学んだ知識と技�能を生活に生か�し�ていける�

ような言語活動につい�て，これまでの実践を振り�

返りながら考えてみた�い。�

　�

2．実感を伴って理解する�言葉�

　�「家庭科ってすごいよねー。�今日，�学習�し�たこと�

がすぐに実践で生かせ�るんだから。それでは，今�

日の宿題は，水加減，�吸水時間に気をつけて炊飯�

器でご飯を炊いてくる�こと。�」�

　炊飯実験で生の米，�30分吸水させた米，炊きあ�

がったご飯のかたさの違い�を見て，触って，実感�

し�た子ども達。さらに，水�加減を変えることによ�

るご飯の軟らかさの違いや�磨いだ米と磨がない米�

の味の違いを実感すること�ができた。だからこそ�

子どもたちは，意欲満々で�宿題をやってきた。�

　家庭科ノー�ト�の家族の感想の欄には，�

「水加減もちょうど良くて�とってもおい�し�かった�

です。ありがとう。�」�

「30分の吸水のおかげでい�つもよりもおい�し�かっ�

たです。お母さんもこれか�らは吸水に気をつけま�

す。�」などなど。�

　家族を巻き込んで実践さ�せることで誉めてもら�

い次の学習意欲につながっ�た。�

　この日，学習�し�た言語は，米，ご飯，�炊く，吸�

水，米を磨ぐ，水加減，蒸�らすなど。�

　�

3．�家庭実践報告会を�通�し�てでき�る�言語活動の充実�

　さて，単元の後半になっ�てくると学校で行って�

きた知識や技能の習得のた�めの調理実験や試�し�作�

りを家庭でくり返�し�て実践することで自信がつい�

てきた。さらに，おい�し�いご飯やみそ汁の作り方�

の調理実習も終え，いよい�よホームシェフと�し�て�

の実習計画である。自分の�家庭の好みや課題を考�

えながら計画を立てるので�ある。�

　そ�し�て，家庭での実践。家族の�協力でシェフぶ�

りをデジタルカメラで記録�し�てもらった。そ�し�て，�

総合的な学習の時間を活用�し�て自分の実践の様子�

を説明�し�たり，表現�し�たりできるようにパワーポ�

イン�ト�を使って視覚的にもわかり�やすい原稿を準�

備させた。�

　ホームシェフ報告会では�，パソコンを活用�し�た�

我が家自慢のご飯やみそ汁�でプ�レ�ゼンテーション�

が行われた。�

　�「私は，�お�じ�いちゃんやおばちゃんのこ�とを考え�

てご飯を軟らかめに炊くよ�うに吸水時間と水加減�

　もちろん，この場合�は，フォローが必要である。�

教師「さすがです。よ�くルールを覚えていま�し�た�

ね。実は，ルールについ�て事前に家の人にも�

伝えたところ，生肉を扱�うところはお母さん�

が一緒に手伝うからとい�うことで郷土料理の�

イナム�ド�ゥチに対する強い希望�を受け入れま�

し�た。�」�

児童「わかりま�し�た。私もお母さんに教わり�なが�

ら�一�緒�に�イ�ナ�ム�ド�ゥ�チ�を�作�り�た�い�と�思�い�ま�

す。�」�

　以上のように友達の�発表を考えながら聞くこと�

で，自分の家庭生活に�も取り入れたいとか，感想�

を発表することでさら�に自分の考えを進化させ生�

活をより良く�し�ようとする実践的な態度につ�なが�

るものだと信じている�。�

を工夫�し�ま�し�た。うちのご飯は少�し�軟らかめで，�

胃や腸にやさ�し�いふっくらごはんです。�」�「僕は，�

地産地消を意識�し�てハンダマともずくのみそ汁�に�

挑戦�し�ま�し�た。だ�し�は，かつおぶ�し�でとりま�し�た。�

ついでに，にがなととうふ�とツナ缶を使って白あ�

えも作っちゃいま�し�た。�」�「私の作ったみそ汁は�家�

族の健康のことを考えて塩�分濃度を少なく�し�たの�

でやや薄味です。その代わ�りだ�し�は�し�っかりとと�

りま�し�た。�みそは，�おばあちゃんの手作りです。�」�

「私は，家族の好みを考え�てポーク缶詰を使った�

実だくさんのみそ汁を作り�ま�し�た。家族におい�し�

いと喜んでもらえたので，�これからも作りたいと�

思いま�し�た。�」�

　子ども達は思っていた以�上に，栄養を意識�し�た�

り家族の好みや健康面を考�えたり，彩りを工夫�し�

たり，地域の食材を取り入�れたりと発展的に学習�

を�し�てホームシェフに取り組んで�きたことがわか�

った。�

　�

4．言語活動の充実による学�習の共有化�

　ホームシェフ発表会が，�それぞれの発表をする�

だけならば自己満足で終わ�る児童も出てくるであ�

ろう。そこで，工夫が必要�になる。�

　総合的な学習の時間と合�科にすることで発表会�

を２回か３回に分けて持つ�ことが出来る。発表者�

は自分の発表が終わるまで�原稿の読み合わせでい�

っぱいだと思う。これは，�大人も同�じ�である。そ�

こで，今回は発表な�し�の�し�っかりと聞き手という�

役割の子も必要である。�し�かも，ワークシー�ト�に�

沖縄県沖縄市立美�里小学校　�喜屋武　�律子�

と�

き�や�ん� りつ�こ�

発表者全員分のメモを�とりながら，最後は，感想�

の発表で観客から発表�会の主役へと転�じ�る場が準�

備されているのである�。�

　�「○○さんのみそ汁は，�家庭菜園の野菜が使われ�

ていて無農薬で安心な�ところがすばら�し�いと思い�

ま�し�た。にん�じ�んの赤と大根の白とほうれん�草の�

緑と卵の彩りも良かっ�たと思いま�し�た。�」�　�とか，　�

「○○さんのみそ汁は，�イナム�ド�ゥチで，�郷土料理�

なのはわかりますけど�豚肉を使うので，ルール違�

反です。先生が言って�いた生肉，生魚は小学生で�

は扱ってはいけないと�いうことで�し�たね。�」など。�

家庭実践報告会を通�し�てで�き�る言�語活動の充実�
～�ホ�ーム�シ�ェ�フ�報告会でプ�レ�ゼ�ン�テ�ー�シ�ョ�ン�し�よ�う�～�

米，水の計量は，計量カップでしっかりとね�

30分の吸水時間後にスイッチオン�おいしいね，おかずなんていらないね�

材料は，じゃがいもとにんじんとポーク缶詰と…�

ここで，みず菜を入れて火を止めます�

イナムドゥチの材料は，豚肉とシイタケと…�

なるほど…� 次回は，豆腐を…�
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1．は�じ�めに�
　本内容は，生徒の学�習意欲を喚起�し�，生徒が必�

要感をもって継続的に�学習に取り組むことができ�

るように，�「技術とものづくり」の製�作品を，�「情�

報とコン�ピ�ュータ」で「取扱説明書」�の作成とい�

う形で活用するという�，技術分野の２つの内容を�

連携�し�て行ってきた授業実践を�，平成24年から全�

面実施となる新�し�い学習指導要領に対応すべ�く，�

文部科学省から発行さ�れた「中学校学習指導要領�

解説　技術・家庭編」�の内容に照ら�し�合わせ，実�

践の見直�し�を行ったものである。�

　�

2．実践の内容�
（1）�　�学習題材と�し�ての「取扱説明書�」�
　�「取扱説明書」�は，製品に対�し�て製造責任を負う�

メーカーが，使用者に�製品を正�し�く安全に使用�し�

てもらうために，製品�の使い方だけでなく，安全�

上の注意，仕様，保証�などを明示�し�ている。また，�

商品に関する重要な事�項を使用者に伝えるために，�

文字や図，記号などを�用いて分かりやすく内容が�

表現されている。�

　この「取扱説明書」�の特長を生か�し�，生徒は身�

近な製品の「取扱説明�書」の内容を調べる学習を�

通�し�て，生活と技術のかかわり�についての理解を�

深める。また，製作品�の「取扱説明書」を作成す�

る学習を通�し�て，言葉の他，図や記号�等の様々な�

手段を活用�し�て相手に分かりやすく内�容を伝える�

方法を学ぶ。�その過程の中で，�「言語を豊かに�し�論�

理的な思考や生活の課�題を解決する能力」が育成�

されていくことを期待�し�たい。�

（2）�　�取扱説明書の作�成学習の流れ�
①「取扱説明書」の収�集�

　第一段階と�し�て，家庭で使用�し�ている様々な家�

電製品の「取扱説明書�」の収集を行う。�

　この作業によって，�生徒は機器に添付されてい�

る「取扱説明書」の存�在を知る。そ�し�て，記載内�

容を熟読�し�，項目の重要さに気付く中�で，家庭内�

で使用�し�ている製品を見直�し�，機器を安全に使用�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

するための基本的な態度を�身に付けると考える。�

　�

　�

　�

　�

　�

②記載内容の調査�

　複数収集�し�た「取扱説明書」に記載さ�れている�

共通�し�た項目を調べ，どう�し�てそのような内容が�

必要なのかを検討する。�

　この学習によって，製造�者の責任や社会とのか�

かわり等を理解�し�，多面的に技術を見つ�める�「目」�

を育てることができる。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

③使用者に立った内容表現�の工夫�

　�「取扱説明書」�で活用されている表現上�の技術を�

考察することで，内容を相�手に伝えるために必要�

な能力を身に付ける。�

　さらに学習を深める発展�課題と�し�て，新聞の折�

り込み広告の比較も行う。�ここでは，写真の活用�

方法や色彩のイメージ効果�，さらにはキャッチコ�

ピ�ーの有効性を学ぶ。�

⑤コン�ピ�ュータを活用�し�た「取扱説明書」の作�成�

　学習の最終段階では，手�書き�し�た紙面の「取扱�

説明書」のディジタル化に�取り組む。�

　�「�取�扱�説�明�書」は，最�近�で�は�紙�面�だ�け�で�は�な�く，�

コン�ピ�ュータ関連の商品では，い�わゆる「リデュ�

ース」を�意識�し�て，PDFやWebペー�ジ形�式�でCD-

ROMと�し�て添付されている。�また，�企業のWebサ�

④紙面での「取扱説明書」�の作成�

　これまでの学習を踏まえ�，紙面にて「取扱説明�

書」の作成を行う。�

　生徒は，製作品に関�し�て記載�し�なければならな�

らない重要な項目を班で話�し�合い，内容を取捨選�

択する。また，取り扱い方�法に関�し�ては，製作品�

を家庭で実際に使用�し�，その中で気付いたこと�整�

理�し�て使用方法を創造�し�ていく。�

◎�「中学校学習指導要領解説　技術�・�家庭編」�との関わり�
・�製�品�の�安�全�性�に�関�す�る�ト�ラ�ブ�ル�の�増�加�に�対�応�し�，�安�全�
かつ適切に技術を活用する能力の育成�
・安全・リスクの問題も含めた技術と社会・環境との関�
係の理解，�技術にかかわる倫理観の育成�

◎�「中学校学習指導要領解説　技術・家庭編」�との関わり�
・�よ�り�よ�い�社�会�を�築�く�た�め�に，�技�術�を�適�切�に�評�価�し�活�用�
できる能力と実践的な態度の育成を重視�

3．おわりに�
　今回，紙面の関係で�，新学習指導要領の関連に�

ついて詳細な説明はで�きなかったが，今後，様々�

な機会を通�し�て実践の経過を報告�し�たい。�
【参考文献】�
『中学校学習指導要領解説　�技術�・�家庭編』�文部科学省�

イ�ト�では，新旧製品の「取扱�説明書」を自由に閲�

覧できるようになって�きている。�

　このように，メディ�アの変換によって得られる�

メリッ�ト�や，情報通信ネッ�ト�ワークの便利な側面�

を知らせる学習の場と�もなる。�

　これまで，�「取扱説明書」�のディジタル化をする�

ために使用�し�てきたソフ�ト�ウェアは，�「イン�ト�ラバ�

ケッツ」�（株式会社ジェイアー�ル四国コミュニケー�

ションウェア）�，�「ハイパーキューブネッ�ト�」�（スズ�

キ教育ソフ�ト�）�のホームページ作成機能，�「パワー�

ポイン�ト�」�（マイクロソフ�ト�）�である。�

　これらのソフ�ト�ウェアの共通点は，手書き�の紙�

面のイメージ通りに，�ディジタル紙面上に文字，�

写真，図形などのデー�タを部品�（オブジェク�ト�）�と�

し�て自由に�レ�イアウ�ト�ができることである。�

　実際の作成の場面で�は，紙面の「取扱説明書」�

が画面構成の図�（アイディアスケッチ）�となり，手�

書きのイラス�ト�はイメージスキャナーで取り�込ん�

だり�し�て，紙面を有効に活用�し�ながら作品の制作�

を円滑に進めることが�できる。�

◎�「中学校学習指導要領解説　技術・家庭編」�との関わり�
・現代及び将来において利用される様々な技術を評価�し�
活用する能力と態度を育てる�

◎�「中学校学習指導要領解説　技術・家庭編」�との関わり�
・�言�語�を�豊�か�に�し�，�論�理�的�な�思�考�や�生�活�の�課�題�を�解�決�す�
る能力をはぐくむ�

◎�「中学校学習指導要領解説　技術・家庭編」�との関わり�
・体験から，�知識と技術などを獲得�し�，�基本的な概念など�
の理解を深め，�実際に活用する能力と態度を育成する�
・言葉や図表，�概念などを使用�し�て考えたり，�説明�し�たり�
するなどが充実するよう配慮する�

（3）�　�生徒の変容�（事後アンケー�ト�より）�

・�今�ま�で�説�明�書�を�見�る�こ�と�が�全�く�な�か�っ�た�け�れ�ど�，�こ�
れ�か�ら�は�しっ�か�り�読�ん�で�確�認�した�い�と�思�い�ま�す�。�
・�同�じ製�品�の�取�扱�説�明�書�で�も�，�人�に�よ�っ�て�い�ろ�い�ろ�な�
表�現�方�法�が�あ�る�こ�と�が�わ�か�り�ま�した�。�

「�ものづ�く�り�」�を�見つめ直す�「取扱説明書」�の作成学�習�
～新�し�い学習指導�要領�を�踏�ま�え�て～�

富山県富山市立山�室中学校　�出村　�秀司�

図　学習ノート例①�

図  生徒が作成した�
     「取扱説明書」�

図  ディジタル化した「取扱説明書」の一部�

図　学習ノート例②�
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1．は�じ�めに�
　私たちの身の回りに�ある便利な機器は，そのほ�

とんどがコンピュータ�制御されているにもかかわ�

らず，使う人がそれを�意識�し�ていないのではない�

かと思えるほどあたり�まえに存在�し�ている。この�

「あ�た�り�ま�え�に�手�に�入�る。使�え�る。�」と�い�う�感�覚�

は，ともすると作る側�の苦労や工夫を「できるの�

があたりまえ。不具合�が起こるのがおか�し�い。�」�と�

いう言葉で片付けて�し�まう危険性をはらんでいる。�

　制御教材を使って学�習することの意義は，実物�

をリアルに扱うことに�より，人が望む動きのイメ�

ージをメカニズムやプ�ログラムを使って具体化す�

ることにある。このと�き，その過程の難�し�さや限�

界を実感�し�，試行錯誤を繰り返�し�て，ついに思い�

通りに動いた時の達成�感などを味わえる数少ない�

チャンスと考えている�。�

　�

2．授業のねらい�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

　プログラミングの学�習が始まると，生徒にはこ�

れまでに経験のない未�知の領域なので不安な雰囲�

気に支配されていた。�テキス�ト�に示された通りケ�

ーブルを接続，師範に�倣いプログラムを入力�し�て�

ビ�ル�ド�，�ダウンロー�ド�と進めてLEDが点滅を繰り�

返�し�て順調に進みだすと一気�に表情が明るくなっ�

ていった。スター�ト�スイッチを押�し�ても作動�し�な�

い時には表情が一瞬に�し�て曇るが，リセッ�ト�スイ�

ッチを押�し�てから再スター�ト�させるア�ド�バイスを�

聞き，やり直�し�て動き出�し�たとたん満面に笑みが�

こぼれて「先生，動い�た」という歓声があちこち�

から聞こえてきた。ま�だそこまで進んでいない生�

徒たちの動揺�し�た様子も伝わってきて，50分�の授�

業の中で教室内はさま�ざまな気持ちと表情が混在�

し�た空間になる。�

　卒業を前に生徒が書�いてくれたメッセージには，�

「技術の授業では…ロ�ボッ�ト�をプログラムするな�

ど，普段できないよう�なことができて難�し�かった�

ところもありま�し�たが楽�し�かったです。�」�，�「パソコ�

ンのことなどを学び，�今まで知らなかったことが�

たくさん学べま�し�た。わからないことがいっ�ぱい�

発見できて楽�し�かったです。車のロボッ�ト�も仕組�

み�が�わ�か�っ�て，す�ご�い�な�ぁ�と�思�っ�た�り�し�て�まし�

た。�」�，�「コン�ピ�ュータでするロボッ�ト�を線に沿って�

動�か�す�こ�と�を�し�た�と�き�に�は�楽�し�か�っ�た�で�す。�」と，�

この授業に関する感想�が記されていた。中学校に�

し�かない技術・家庭科の技術�分野の授業が，生徒�

たちにとってひとつの�経験となり，ものづくりの�

楽�し�みや，ものを大切にする�気持ちが芽生えてい�

るという手応えを感じ�た。�

・LEGOブロ�ック�で歯�車や�リン�ク装�置，２モ�ータ�ロボ�ッ�
ト�の製作を通�し�，図を見ながら組み立て，なめらかに�
動くよう調節ができる。�
・２モータロボッ�ト�の操縦やダンスプログラムの制作を�
とお�し�て，ロボッ�ト�をコン�ト�ロールする基本的な�し�く�
みを理解する。�
・タッチセンサを活用�し�た制御プログラムでは，状況に�
応�じ�て障害物回避できる動作パターンが設定できる。�
・ライ�ト�センサを活用�し�た制御プログラムでは，プログ�
ラム作成の過程でセンサの計測値をモニタ�し�て適切な�
閾値を設定することができる。�
・毎回の授業で，製作図の画像やプログラムやセンサ計�
測値の表示画面をキャプチャー�し�，学習内容や感想な�
どのコメン�ト�を記録�しレ�ポー�ト�の作成ができる。�

制御の授業を通�し�て伝�え�たい�こ�と�

兵庫県神戸市立有野�北中学校　�佐藤　�善信�

し�て記録�し�，その積み重ねと�し�て，まとめのプ�レ�

ゼンテーションが仕上がる�ようにその時間の確保�

を図る。�

　この授業を通�し�て作る側の楽�し�さやおも�し�ろさ�

を実感�し�てその道に進もうとする�生徒はもちろん，�

難�し�く感�じ�た生徒にも，便利な機�械・電気製品を�

作った人に感謝する気持ち�を持って購入・使用�し�

てほ�し�いと願い本題材に取り組ん�だ。�

　�

3．授業実践の内容�
指導計画�（全17時間）�

　プログラム作成内容�については，これまでの授�

業経験から欲張らない�方が賢明と考える。プリン�

ト�でプログラムパターンと作成�手順を詳細に提示�

し�，生徒たちが設定値を変更�（調節）�することで課�

題をクリア�し�ていくことに重点を置き�，誰もが成�

就感が味わえる教材を�目指す。�

　毎時間の学習内容や�感想をディジタルデータと�

第１次　生活や産業の中のコン�ピ�ュータ制御……２時間�
　　　　　�生活の中のコン�ピ�ュータ制御�
第２次　動きを伝える�し�くみ………………………４時間�
　　　　　�歯車やリンク装置の組み立て�
第３次　機械モデルの製作…………………………２時間�
　　　　　�２モータロボッ�ト�の組み立てと操縦�
第４次　簡単なプログラムを作ろう………………２時間�
　　　　　�シーケンシャル制御のプログラム�
第５次　簡単な計測制御を�し�よう…………………４時間�
　　　　　�フィー�ド�バック制御�
第６次　実習の成果をまとめる……………………３時間�
　　　　　�プ�レ�ゼンテーションソフ�ト�の利用�
　　　　　学習内容の発表�

【生活や技能への関心・意欲・態度】�

・自ら進んで実習を行い，資料を活用�し�，友人や教師に�

質問・相談することによって課題を解決�し�ようとする。�

・機械部品の名前やはたらきを調べ，理�解�し�ようとする。�

【生活を工夫�し�創造する能力】�

・２つのモータを制御�し�，意図する動きを設定できる。�

・センサ・モニタの情報を把握�し�，制御プログラムに適�

切な閾値を設定�し�，実験によって確かめようとする。�

・�レ�ポー�ト�制作では見やすくわかりやすい編集をす�る。�

【生活の技能】�

・機器の配線や制御プログラムの操作が�でき，センサ・�

モニタを表示することができる。また，�その画面をキ�

ャプチャー�し�て，�レ�ポー�ト�画像を制作できる。�

・図を見て部品を選択�し�組み立てることができる。�

・各ソフ�ト�ウェアの機能を適切に操作できる。�

具体的目標�

　�

　�

　�

　�

　�

4．言語活動を充実�させるために�

　授業をする中で痛感する�ことは，生徒たちのも�

の作りに関する経験や知識�が極端に乏�し�いという�

ことである。工作や組み立�ての機会の少なさは，�

それに関する専門用語など�を耳にすることもない�

ので，授業の説明がまるで�外国語を聞いているよ�

うな感覚に陥っていると見�受けられる。そこで，�

私は授業で使用する専門用�語について，できるだ�

け生徒たちの知識や経験と�結びつけてイメージ�し�

やすいように心掛けている�。�

　揺動運動が「てこ」と表�現されることを解説す�

る時，試験でよい点を獲得�し�たい生徒は問題と答�

えを一対一で暗記�し�ようとするが，なかなか覚�え�

られない。そこで「てこの�原理」を話題にすると，�

ほとんどの生徒が知ってい�るという顔をする。さ�

らに，支点を中心に力点や�作用点が円弧の一部を�

描き，揺動運動と関連�し�ていることがわかると�生�

徒たちは「なるほど」とい�う表情になる。�

　回転運動の「クランク」�は，運動の状態だけで�

はなく，部品の形や部品名�と�し�て生活の中で使わ�

れていることもなかなか気�づかないようだ。そこ�

で，バ�レ�ーボールやテニスのネッ�ト�を張る「ハン�

【生活や技術についての知識・理解】�
・赤外線の反射が床の状態によって変化�することを知り，�

制御プログラムの閾値が適切に設定する�ことでライン�

ト�レ�ースができるようになることを理解する�。�

・機械部品の名前やはたらきを知り理解�し�ようとする。�

ド�ル」の動きや形が�

それであること，体�

育館のバスケッ�ト�ゴ�

ールを出�し�入れする�

特殊工具なども関連�

し�ていることを持ち�

出すと表情が明るく�

なる生徒が増える。�

　発表や表現の基となる語�彙の不足は，百科事典�

やネッ�ト�上の資料の引用に終始�し�た�レ�ポー�ト�を量�

産�し�，自分の言葉ではない文章は�的外れな考察を�

招き，発表時の読み間違い�で発覚する。�

　�

5．授業を振り返っ�て�

　多く�の�生徒�に�知�られ�た�LEGOブ�ロッ�ク�が授�業�に�

登場すると，生徒たちは懐�か�し�さとともにある種�

し�いきち�

ご�い�

の自信を持って身を乗�り出すが，実際にはエネル�

ギー伝達の�し�くみの学習だと気づい�た時に尻込み�

をは�じ�める。何とか覚悟を決�めて課題に取り組み，�

図面を読み取りながら�組み立て，うまく動作させ�

ることができた時，口�々に小さな達成感を自然な�

言葉で表現�し�た。�

　２モータロボッ�ト�を組み，有線リモコンで�操縦�

する時には，その動作�原理と操縦のコツを飲み込�

んだ生徒は誇ら�し�げに教室中を散歩する。タ�ッチ�

センサで片方ずつブ�レ�ーキをかける単純な�し�くみ�

だが，自分で組んだロ�ボッ�ト�が思い通りに操縦で�

きることに満足の表情�を見せた。�

図  生徒のプレゼンテーション作品�
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間田　泰弘�
（広島国際学院大学�　教授）�

　技術科�（技術�・�家庭科－男子�向き，�

いわゆる技術�系列，技術分野�を含め�

て�略�称�を�用�い�る�）�が�昭�和�33年�に�発�足�

後，50年が経�過�し�，その間，教科�の�

構成や学習形�態などが大きく�変わり�

ながら現在を�迎えている。�

　本書は，こ�の教科が発足す�る以前�

の職業科や職�業・家庭科の状�況から�

現在に至るま�での教育課程変�遷の経�

緯について具�体的な資料をも�とに体�

系的に著され�ている。�

　特に，著者�が1953～1978年ま�で教�

科調査官と�し�て文部行政に携わ�り，�

その間，当事�者であったからこ�そ把�

握できた事情�や，技術科を取り�巻い�

て�い�た�背�景�に�つ�い�て�過�渡�期�毎�に�紹�

介・考察され�ている内容は極め�て貴�

重である。�

　また，その�後の教育研究の第�一人�

者の立場にあ�っては，大局的に�技術�

科教育の歴史�を捉え，多面的に�解説�

されている。�これらの裏付けと�なっ�

ている各時代�の設備，教材，各�地の�

研究会，およ�び教育活動例など�の資�

料は，いずれ�も幅広い視点から�取り�

上げられてお�り，技術科の歴史�に関�

心がある者に�とどまらず技術教�育関�

係者にとって�説得力ある文献に�なる�

であろう。�

　一方，著者が�技術科教育に意�義を�

感�じ�，熱意をもって�貢献されたこと�

は，これまでの�実績のみならず�自説�

を交えられた本�書によっても実�感さ�

せられるが，そ�れとともに直面�する�

社会情勢や各方�面の思惑などに�よっ�

て，教育課程や�学習指導要領の�内容�

が不本意な方向�に進んだことに�対す�

る著者の思いも�行間から推測さ�れる�

と言っては穿ち�すぎであろうか�。�

　本書によって�，技術科教育の�歴史�

の概要が把握で�きるが，現在お�よび�

今後の技術科教�育関係者に対�し�ては�

「過去に学び将�来に生かす」と�いう�

大きな課題が示�唆されている図�書と�

思われる。�

　戦後，中学校が新�し�く設けられ，職業科が�発足�

し�て以来，現在に至るまで約60年にわたり，この�

教科と関わってきま�し�た。�この間，�職業科は職業�・�

家庭科に改定され，�さらに新設の技術�・�家庭科の中�

に発展的に解消されま�し�た。このように教科の名�

前をたびたび変更するほ�ど，大きな改定を余儀な�

くされたのは，この教科�だけです。この教科のよ�

うな実学は，産業や生活�の変化をそのまま受け入�

れて教育内容を更新すべ�きと考えられていますの�

で，他教科に比べて実社�会の変化に振り回されが�

ちです。その上，受験勉�強という狭い枠組みの中�

で働く学力のみが尊重さ�れるわが国の学校では，�

技�術�・�家�庭�科�の�よ�う�な�教�科�は�と�に�か�く�軽�視�さ�れ�が�

ちです。�それにもかかわらず私は�，�人間形成のため�

の�教�科�の�必�修�教�科�の�一�つ�と�し�て�，�生�産�技�術�の�基�礎�を�

習得する技術科は不可欠�であると信�じ�ています。�

　本書は，戦後の技術科�の歴史を，ほぼ10年ごと�

に，教育課程の一般的な�特色，学習指導要領の改�

訂とその特色や影響，主�な教材と教具，教育現場�

の実践，�教育条件の進展について�，�努めて体系的・�

客観的に概観�し�，最後に，将来の技術科�の目標・�

内�容�・�方�法�を�改�善�す�る�た�め�に�ど�の�よ�う�に�す�べ�き�か�

について，私なりに率直�に述べたものです。技術�

科の関係者の皆さんに広�くお読みいただき，技術�

科の未来について明るい�展望を持ち得るよう，心�

から願っています。�
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設・整備�に勤める。1978～1982年宇都宮大�学教育学�部教授。1982～1991年�
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